
自由民主党公認・公明党推薦
衆議院議員候補者  元文部科学大臣
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市・町、県、国の強力な連携d
地元の声「意見・要望」を政策として国政へ

【例：教育、子育て、少子化、医療、家計、雇用、事業、福祉、防災などの不安や心配等】

施策・予算を地元へ
【例：教育の個別最適化、教員の働き方改革、処遇改善・組織改革、子育て世帯支援、地域医療体制の維持、

防災・減災のためのハードソフト両面のインフラ整備、道路の安全確保 等】
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日々の活動
紹介しています

新型
コロナワクチン
定期接種に
公費助成開始a
（65才以上の方など）

児童手当
大幅拡充a

マイタイムライン
作成で
命を守りますa〒306-0023

茨城県古河市本町2丁目12-27 金和ビル
TEL:0280-31-5033 FAX:0280-30-1933

選挙事務所
お役立ち情報

ながおか桂子 プロフィール
　昭和28年12月8日生まれ
　昭和51年 学習院大学法学部卒
　平成17年 衆議院議員総選挙初当選
 （自民党公認、以降連続6期当選）
　平成18年 農林水産大臣政務官
　平成26年 厚生労働副大臣
　平成30年 文部科学副大臣
　令和４年 文部科学大臣
　令和６年 自民党文化立国調査会長

【現在の主な役職】
　自民党　文化立国調査会長
　自民党　茨城県連女性局長
　自民党　母子寡婦福祉対策議員連盟
　　　　　（ひとり親議連）会長
　日本・コロンビア友好議員連盟 事務局長

【頒布責任者】上 田  修 一   古河市本町2-12-27　【印刷者】株式会社鈴木印刷所  茨城県古河市大手町4-4



閣議後会見にて文科省を代表して回答。
情報を速やかに開示してまいりました。

確かな実績の一部

の明確なビジョン

■普遍的価値（自由、民主主義、基本的人権、法の支配、市場経済）に基づく外交
の重視　■自由で開かれたインド太平洋戦略の推進　■北朝鮮拉致被害者の即
時一括帰国に向けた外交交渉の促進　■竹島・尖
閣諸島・北方領土における我が国の主権の確保

3．確かな外交で命と生活を守るd

4．憲法改正d（三原則は変えぬまま四項目の改正）

■子どもたちが貧困に苦しむ状態を是正します　■物価高に苦しむ家庭と事業者
を支える大胆な支援策　■物価高の影響を受ける低所得層への手厚い支援はも
とより、中所得層への支援の拡大へ　■文部科学分野の充実　■経済安全保障・
食料安全保障の強化　■人口減少・少子高齢化対策を政治の中心に　■デジタ
ル化の推進、ITリテラシーの向上、誹謗中傷対策

2．確かな内政で国民・国の未来を創るd

■地方創生で中心市街地の活性化、地場産業・特産品の振興　■通学路を含む地
域の交通インフラの安全な整備　■農家の所得向上、食料自給率向上　■工業
団地等へのアクセス道路整備、圏央道の４車線化の早期完遂、IC周辺整備などの
地域振興　■防災・減災のためのハード・ソフト対策

1．活力ある地元を創り、住民の皆様の命と生活を守るd

自公連立の固い絆で、教育・福祉をはじめ命と生活に
密着した課題の解決に取り組んでいますd

公明党石井代表とともにs自公連携

文部科学大臣としての400日
皆様に寄り添う文部科学行政d
■天皇皇后両陛下ご臨席の下、明治以来の「学制150年」記念式典主催　■旧統一教
会解散命令請求への道筋をつける　■G7広島サミットにてブリンケン米国務長官と史
上初の教育協力覚書署名　■G7富山・金沢教育大臣会合を議長（国）として主催　
■教員の働き方改革、処遇改善、指導運営体制の充実など教育改革　■科学技術分
野の推進　■文化・スポーツ分野の充実

防災・減災で命と生活を守るd
■鬼怒川緊急対策プロジェクト（5年780億円）予算確保・完遂　■利根川・渡良瀬川
などの堤防等整備、結城市田川水門等整備　■マイタイムラインを全国で防災教育へ
活用　■地震以外でも被災病院の復旧補助拡大　■境町利根川左岸河川防災ス
テーション整備　■流域治水によって、さらに安全な地域へ

物価高の影響を受ける世帯への支援実現d
■児童手当、児童扶養手当の拡充、累次の給付金を実現、さらに拡大へ　■プッシュ型
の給付に向けて政府へ要請　■燃料油価格の抑制、電気・ガス料金支援

国の基である農業の振興d
■燃料・農業資材の価格高騰への支援拡充を実現　■儲かる農業や農産品の販売、
六次化のための支援確保

地域医療を守り住民の皆様の命を守るd
■地域病院への医師派遣が継続できるよう、医師の処遇改善に資する予算確保　
■JA茨城厚生連西南医療センターをはじめ病院支援の実現

■自衛隊を憲法上に位置付け、平和を守る　■緊
急時に即座に政府が対応できるよう緊急事態条項
の整備　■子どもたちの学びを支え、希望する教
育を受けられる国へ　■地方の声を重視する選挙
制度へ

田川水門整備を視察。子どもたちへの
防災教育も進めていますa

古河桃むすめ総理表敬にて、古河の花桃をPRa
地域の魅力を皆様とPRしていきますa

下妻市新庁舎開庁式にて。
地域の拠点を整備し、安全安心なまちへa

坂東市と八千代町で発生した
鳥インフルエンザ対応を激励。
地域の皆様の食の安心のために国も生産者の
皆様を全力で支援してまいります。

常総のAIまちづくりの現状を
河野太郎デジタル大臣（当時）と視察a

街の発展に尽力しますa

境小学校英語教育を視察。国際人を創る先進的
取組を文科省が参考にさせていただきましたa

五霞町染谷森雄先生の
叙勲祝賀会にて。
地域の発展のために尽力された 染谷前町長を
お手本とし、永岡も全力で働いてまいる旨申し上げました。


